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昨今の多忙な彗星野
晒までも度々本誌に書吋こ如く誤㌻1925年

に彗星の出現が驚くべき頻繁で・吾々ii　uペ

ンハーゲンから出ろ電報の磨墨に忙殺されろ

言いふ有様であっ7こ。昨年中の出現彗星縫計

十二個、それは、順に列べろt下の通りであ

ろ

直搾

1　シヤイン

2
3
4
5
6
7
8
9

チルフ

潔レリー

プルクス

　　星　名　　　獲見者

　　　　　　G・シヤイン　　　　　　｛
　　　　　　f．コーマス
　　　　　　　　ソラー
りPtド　　　　W．り開ド
オルキス　　　L，ナルキス
テンペル第二　」・シ｝べ

　　　　　　J。シトベ
　　　　　　A，シヨマス

バラバツエプ

フアPユ

幣スプ o
ユ1・・テアー o
12　エ　ン　ソ　ア

獲見日

3月22日

同
3
4
6
7
8

G．シヤイン　　9｛
V・アiUビソキ9
N．バヲバシエフ10

W．バーデ　　10
G．ゾンビp　11
　　スプPレク
w・H・スv”ヴン11

　　ソン
L℃．ペルテアPU
ヰ1レ〃　　　　11

田中静人　　　12
J．エンソア　　12
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　此の申でシヤインrt、　IJ一ドミ・ナルキス

定sバラバシエフビ、ゾンビ・一スプルグぜ、

ペルテア・一　Eエンソアの七つの彗星li昨年初

めて現ばれ六新彗星であって、皆、鋤物線の

軌道：ゐg霊1いてるる。それ々々二言己の日に近日

．貼た通過して、まカ、永久に餓らぬ族路へ、

去って行って了うのである。

　星　名

シヤイン

リード

fi　）レキス

パラバrンエフ

ゾンビkeスプJtz　）〉，ク

ペツテアe一一

エンソア

　近日黙通過

1925年　9月4日
　　　　7　30
　　　　，1　］
　　　　（不明）

　　　　9　ca9
　　　　12　6
　　1926　2　IO．

　シヤイン、））一ド、ナルキスの三彗星の襲

見事情に本誌第五十五號に可なり精しく書い

t：から省く。其の後、知レキス彗星t珂なり

蓮くへ行って了つ7：が、シヤイン星ば今㈲ほ

微光でitあるが海蛇座な西行してみるし、叉、

）J一ド星に水瀬座奄北東に動いてみる。

コフ大学天文聖長であるカ㌔既2）人が十月九

　日にペガソス座の南蔀に壌1製し7こ星．は始め

5・5筈級rt電報されて來7：ずこめ、何れの天暦

墓でも大に期待して天々見ナこが、そんな大き

な光りの彗星に一つも；其の附近に見つか．らな

かつプこので失望しナこ。定ころが、後に電文匡

15等級の間違ひであっナここビが解つナこ、15等

の彗星でlts100センチの望遠鏡でも齪測に

容易で無い。此の星が其の後如何なつたかQ

宰艮告力ざ無k、ので一切不明である。

　米國ヤーキース野鴨婁のブンビースプルソ

　ク氏が十一月十七日に弱吟座に獲淋し雲彗星

t駅入等星で、可なり大きなものであるが、

之れば氏が其の日の早朝「40吋」の大望遠鏡

でナルキス彗星た魏測しゃう亡挫索申、偶然

　そのファインダー鏡に映じナこ新彗星であっナニ

εいふ。定ころが曲の星に翌日叉英國グリニ
チにゐ）るステヴンソン氏にも｛隻見されナこ。最：

近報にようミ、此のゾンビースプ1レッグ星の

軌道に

　近日黒白通蓮　　27＝1925年9月目．9・37疑

lll講評鰻ii｝（・925・e・

　近日黒氏距離　グ嵩1・445四位

であって、術今暫くの間匡獅子星座に見える

筈である○一一因みに・ゾンビースプルソク氏

の登見けこ彗星に之れが第二番目である。第

一番に一昨1924年7月31日にエンケ彗星の
第36回の再蹄慈登思しずこ。

　本誌第五十九號第484頁に書いたやうに、
去る十一月二十二日、吾人にギ1レク氏が一箪
彗星75ege見し7；　s　op電報；セ受けカ。　l此の星に

響動が黒くて、毎日六七度づ・も東南へ動く

　ものだから人ば皆早い判こ。定ころが近頃得t：

報知による定、此の星に米國でナハ州のデル

　フナスに居るペルテアーミいふアマチュア
天丈家が十一一月十三日の夜にヘルク1ノス星

座の西北端に獲止し7；ものである。ぺIVテア

　一心の獲見が米國の各天日蔓に報ぜられて、

　ヤーキースやリクあたりの諸所の天文墓で［白

麹測者糞ちが、電報で知らされナこ天のあナこり

為捜し駆けれご、見付らなかつナこのでべ如何

　しナここ書かビ迷ふ糞亡いふ話であるが、それ’
　

｝に無理も無い話である〇十一月の中頃此の星
バラバシエフばロシアのウクラナイ州加レ1に毎日入九度づyも速く動いてa）　t：のだか
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1此るな速い星ごに二期ぜす＼二ってぺ）レテヤ

ー氏が獲署し7こごいふあf：リだ捜してto　7；の

である。しかし嚢見者ぺ，レテァ＿氏ば流石に

之れ秘記失itなかつ．たから十二日頃からば諸

所の二丈盛でも之れ二二へろこSが出町アこ。

一》に又面白）’こE（t．此の彗星が我國
でも二見されずここSである。十二月六日に吾

人（i［長野縣の田中都人氏から下の如き二二為
受け取つプこ。

　　スイセイセキケイー九三五セイイミナミ
　　五ド　ミナミヘイチド．蜀スミヤカタナカ

　　シズ　　ト

ら・査く妊れ匡未曾有の速度であって・誰も「百濟民ぱ去る1920年の時にも自己が計算し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
黍1・講昔鎌脚薦禦嚢翻㌘食翻潔雛競影磁礁
の眞相が解つ7iのであっアこ。全く之ltペンチ1りかSつて聾すこ筈であろ。．一かうして、’百濟

アーギ1・〃爾氏が発胤ナこ彗星な、全く、勲．齪テム劇嘩星E・lt・ign取々の因繍ざ集い

鎖i知らすに新しく襲見しブこのであろ。可な　てるるのであるから、百戦氏に今後此の脈々
幌かつ☆に腱ひないが試【こかく之眠［配の子の奴隠って調現膿矧こ永く
しく獲見に相違ブよいEして見れば・之日本人1面倒た見てやって項：きプ：いものである。

層た位置に此のテムペル星が來てるるか如何か

准試みるプこめに京都大學の十八センチ；を使用

して遂に嚢見に成功されすこのであるが、昨年

度にも亦、島の星が再録する頃であるこぜ々

思ひ、六月の始め、ほy’其の位置な算出して、

結果な確める7こめ、目下大阪に麟省中、其の

所持の10センチ望蓮鏡で確かに此のテムペ
♪レ議な獲見され7このであって、其の日に、添

い大自分の竹工に明らかでにないが、多分六

月入九日頃か？　S　1：かくシドベ氏が嚢面す

ろよりも薮Eliごけ早力’1つナこ07ごカ’ら、普，並の

の第六翻の彗鍛見であろ。粥此の序でiさて叉帥テア1・制ク・艸鯉咲舌に
に、口本人の獲見しずこ彗星の記録准書けば　　録ろ書して、此の葺星の軌溢要素lt，〃ロン

順　　嚢見者　　彗　星　　　獲月日　　　メリンj£［：よれば

（1）佐々木哲夫ブインレイ1919年10月19［l　　T＝1925年12月6・936日（U・T・）

iii鱗鰯フ｝麟ii無謬i・・625…
（5）百濟　敏猷テムペル・　1925年6月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q＝＝o，7660　（A．U．）
（6）田中　静人ペァレチヤー1925年12月30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ぎに，Xンソァ夕星に昨年十二月十四日
　此の中で（1）の事は本誌第一巷第九號に精
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南アブ、Jカの英領トランスゾール國プソ1’り

騰藷翻繍墜瀬難1雛鍵講書1
虫本誌第一鱗11頁〔・關係：’？・mがあろ・ω斯で引瀬襯測が行（・nてる7、tのであ

脇毛第3聯24則こある。潰感にも此のる。始めのうち，星雅耐力創〔こ南一丁
星に中村氏以外に誰も見なかつカので・果し　てゆプこので各國へはコペンハーゲン電報が來

て之れが豫想捌のぺ朝ン星である漁f可ながつ’i；が漢國あ削で噌通の新眺報
か、二等確定的でに無いが・近刊〃ロムメ、1　ミして十二月十六日にばロンドン・タイムス

・氏oc「星聯（本誌第五巻第332頁た見よ）紙［雑ぜらn7i。光り阿戸プくきく護見
中にも嘉546番星ビして載ぜられてある。　當時に守門等級であって，長さ15’の尾があ
（5）に局量の中に全く知られてみない事實で　つれ電のこtであろが，此の星に其の後漸次

あって・自分が昨年の：夏・百濟氏に會つナこ時・　北上する亡共に地球にも近づき，光りも大き

氏が鹸話されア・こsr’あろが・氏一流嚥く姻っ嘲るので，二月頃商工よほ財利

遜から「之演決して餓して一編な」疇【襯測酬來うだらう。ウド氏が計飢働
にれ＝たから、自分も沈温し一てるナこ。しかし」比　道要素ば

灘纏縫雛1三欝欄
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一　　　q二〇・3350　　（A．U．）　であろが・潤れに勿論暫定的のものであって

　決して深く信頼されろ六ちのものではない。

　　昨年無規し糞テムペル、チ，レフ、ボレ、）一、

　プJレ　）y〃ス、フアーユの五星ば皆木二丁の週

　期彗星であって・1925年中に近日黒占に囁來す

　k；Sば、かれてから知られてゐ．れのであるQ

　各階の週期tN又、今年の出現によって確かめ
　られ’ナこ近日自由通過4鍔t雲列言己するt、

　星　名

デム尉レ第ニ

ヲ・ルフ

ボレリー

プクソクス

フア’ユ

辺期

5．16年

8．28

6．885

6．94

7．31

　語口黒占逓過

1925年　8月差 7H

同　II月7［1

同　　10月7日

目　　Il月2日

同　　8月7日

テムペ］ソ彗星izt、多くの週期彗星中、エンヶ

星に次いで週期の短かいものであって、1873

年7月3El　［：雨雪ミラノ天文皇のテムペルが
想見しすこのが最初の臨現であっナこ。其の後、

1878年、1894年、1899年’D　1904年、1915年、

1920年に出現が嚢見されナこ。1920年にに百濟

民が獲見し71のに上記の通り。氏が其の年の

登見槻訓から修正しすご軌道要素が基書なっ

て、昨年の第入圓禺現にほシトベ氏も夢見に

成功し’れのであっプこ。次ぎ［工1830年10月に

近日黙へ麟來ずろ筈であろ。

　チルブ彗星匿1884年以來の有名な星であ

ろ；オ短かく本誌第五譜第291頁にもi記し71

所であろ。批の星ば不思議な因由により・今

にポーランドのワ1レソウ天文豪長であろ武勲

ンスキ氏が熱心に軌滋雨究か轟けてみろ星で

ある。氏の研：究によれば、此の星ば1922年

9月にば木星に甚だしく接近し将こめ、軌道
の形が大に攣化し、週期li　6・8年からS・3年

Eなり，、近口黒占星巨寓佐も　1・60軍田力、ら2・40」翼

位に櫓しfこ。其の六め、昨年度の爾現は其の

豫報位置が可なり怪ぶまれアこものである。カ

メンスキ氏1工数理上戸の星が1925年U月7H
午後五昨（グリニチ時）に近日黙な通過するE

豫縛し索が、實測の結果に之れが11月7目午

後九時・宰であって、iX告tia僅か四時間の逓

ひに過ぎなかつ’tlo若し庇のカメンスキ底の

研究が無かつ才こならば、此れ程軌道1の攣化し

て了つ旗彗星は遂に見出すごsが不可能で、

永久に見失にれたかも知れないO
　瀞レ））一彗星tit　iglめlgo4年に佛國マーセイ

ユで獲見されブこものであろが、其の後、1911

ナこ。1925年にtエ10月申旬［＝近目黒占へ露心す

るだらうビ豫想されてる1たが、實際シヨマス

氏が獲記しナこ位置から推算する定近口黒占（ve

月7日に通過しれ筈であろ。次ぎの近［1黙通

過匡1932年八月頃である。

　プ］vグス彗星〔エ・今までの歴史た簡箪に本

誌第ti二流431頁に書い’tこ。シメイス潮溜墓

のシヤイン氏が九月九日に爲眞で二見し、i欠

いで又キエフ大學のアルビソキ氏が其れピ知

らすに新しく獲見して、後之れがシャイン氏

の獲見ビ同一星であるこtが解つ．たものであ

っ7：0ドウビアーゴ氏の研究によれば1925年

度の近日黙通過ぱ11月80の筈であっナこが、

實際、シJe／ン氏等が二十二年ぶりの此の星

を養同一測し71位置から推算すろビ、tkれlt
ユ1月2日午後三日S（］・　）」ニチ時）に近［1黙か通

過しすここEsすよってみろ。

　フ．アーユ聾星のこ亡ば、本誌第五春嵐433
頁に苛い．た。昨年度ぱ第十回の出麗であるが、

1918年度［：tilフア同一・フすンタナ氏の豫報

が誤まってゐ’た’ため、送に誰にも三見されな

かっ・rこ歴史があろ。昨年度にストロエ云グレ

ン氏の軌道〔要：ftl：よリクリソプスが近日羅占通

過ゐgll月6日午後四時（グ｝）ニチ時つε算出

したが、バーデ氏が實際齪恥しナこ結果から匡

其れが11月7日午後一畦であって、其の差匡

一・ 冾ﾈ出でない好成績であろ。

　荷、今1926年中に近し：騰へ豊弦狂する彗星に

下の六個であろ。

順番　星　名　　　　近：歯黒1甲羅期　見込み

1
2
3
4
5
6

コフ　　　　　　　192・年1月末

テムペ1レ・スヰフ．1・同3月末

フ・インレ’イ　　　　　同　6月末

ホームス　　　　同10月頃
ジヤコビニ・チンナー同12月初

タ5’レ　　　同5月初

縞
目
量
良

コプ彗星1エ今までに1エ1906年定1919年ミに

昂現されずこものであろが、1913年にば近Ei黙

通過時∫刃カミ地球E遠星二二〔こあっナこカ・ら二見さ

れなかつナこ如く、今年も亦可なり困難な順番

にまばり創工ぜてるろ。

　テムペル・スヰフト彗星ば、叉、テムペル第

三週期彗星ミも呼ばれろOI86P年にテムペル

が之れ為二見し、1880年にスヰフトが新しく

二君還し71星であって、其の後、1891年蜜
1908年ミに1還二見されナこ。今年に三月末1こ近

日黙な通過ずる筈であるが、前記コプ9、’L？同

年ミ19工8年ビに近日黒占に蜂聾して獲見され1檬、地球に遠いので、見付からないだらう。
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，量獄忌詞課魏諸鞭霧膿瓢ご鏑羅鞍結禦三
三与1難肇繋驚讐欝1撫瓢1寸功繍灘
最初で、其の後、1893年、ユ906年に潤現しカ。　近日鮎通過毎に必ず獲見されてるうから・今

今年が第5回出現の筈であるが、近日鮎に6　年もまつ有望ε見て好からう。但し近日黙通

月宋に通過すうだらうが、観測ば年末になろ　過に五月始めであるが、五月になって了へば
程好い。獲見も十月頃になって行はれろであ　地球ミ可なり遠く離れろこecごなるから、登
らう。　　　　　　　　　　　　　　　　　見にむしろ年の始めが好い。此の丈な書いて

ホームス難轍道が図〔撮も近い彗療みる時，ちょうご英國から落手L7・報告によ
して有名であるが、（本誌第一巷第104頁か見

融1観瓢欝瀦終講繍巷古詔2蕊ぞ高肝釜諜
に三見されなかった。だから丁度二十年間溝　　rV・」’ク國ユ〃］tf天丈墓のデ，レポーント氏が

息の無い星である。今年の毘現期に於ける地　　　赤経20h　56皿　　赤緯＋30’ig
球εの距離IVP常に良い叡工言へないが、そ
れでも今までの中で［t最も有望である。夏七　の白鳥座の中に入等級の星雲歌天齢奄養見し

入月頃に匡大望遠鏡で誰かが獲見すろであら　プこt報ぜられ，之れ（1PtDン彗星かも知れな

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　い亡一時疑1工れブこtいふ。なるほこ此の位置

　ジ’ヤコビニ彗星ば1900年の末に初登見さ　itタ〉）ン星の現［tれる位置に近いに相違ない

れ7こ星であるが・1907年にば獲見されす・　が，其の後，も少し確定的の電報が來ない黙

1913年にに登見され、1920年にli嚢見され　から見るt，間違ひであっすこかも知れない。

なかつ‘た。週期ば約六年孚だから交互に獲見　若し溢れが本當tするご，1925年度にに纏計

されろ年亡嚢見されない年zSが來るのに止む　十三箇の彗星が嚢見されずここミEなるが。

存得ない。今1926年は護見される番の年で　　葡雌の外に遙期的でなぜ薪彗星が多く護児

ある。多分10月か11月頃であらう。　　　　されるであらう。（山本）
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三澤氏の太陽黒黙観測報告正誤表
　1925年5月分（天界第58號所載）訂正
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